
工事区分 工　　種 種　　別 細　　別 単位 数    量 備　　考

設計・解析・調査業務

橋梁補修詳細設計 設計計画 橋 2

現地調査・形状寸法計測 現地調査 橋 2

現地計測 橋 2

補修設計 コンクリート橋補修設計 設計計算無 式 1

仮設計画 橋 1

設計図・数量計算 橋 1

概算工事費算出 橋 1

照査 橋 1

鋼橋補修設計 設計計算無 式 1

仮設計画 橋 1

設計図・数量計算 橋 1

概算工事費算出 橋 1

照査 橋 1

打合せ 初回・中間3回・納品 業務 1

工　事　数　量　総　括　表



橋梁詳細

1 岩倉大橋 ｲﾜｸﾗｵｵﾊｼ 花之木新居線 1968 185.0 5 6.0 34°46′38.20″ 136°06′06.40″ 指定無し 中電・NTT R2年度 R2.10 Ⅲ
昭和42年道路局通

達
上野 木津川

2 岩瀬橋 ｲﾜｾﾊｼ 円徳院上川原線 1954 47.9 6 2.8 34°48′18.70″ 136°10′05.40″ 指定無し R2年度 R2.10 Ⅱ その他 阿山 河合川
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橋梁補修詳細設計業務にかかる特記仕様書 

 

１．業務の目的 

本業務は、安全で円滑な交通の確保及び第三者への被害の未然防止・橋梁の維持管

理を効率的・効果的に行うため橋梁点検の診断結果に基づき、橋梁の補修設計を行う

ことを目的とする。 

 

２．設計・検討項目の中止 

既存調査資料、図面等により対策工法の検討を進めることができる場合、検討の必

要のない項目は中止することにする。 

 

３．安全管理 

既設橋梁の確認にあたり、交通規制が必要となるため、一般交通への影響を最小限

となるよう計画し、関係機関及び周辺自治会等の了解を得ること。 

 

４．対象橋梁（２橋） 

 

橋梁名：岩倉大橋，岩瀬橋 

 

５．業務内容 

 

設計計画 

   ・業務の目的・趣旨を把握し、過去の点検結果や必要となる資料の把握を行うとと 

もに、業務を円滑に実施するための方針検討や工程等に関する業務計画を行う。 

 

現地調査 

現地調査 

・現地調査では設計業務の実施に当たり設計等に必要な現地の状況把握を行う。 

・目視による損傷度確認を行う。 

現地計測 

・現地計測では設計業務の実施に当たり既設橋梁等の設計に必要な形状寸法の計測

を行う。 

 

 

 

 



コンクリート橋補修設計 

補修設計 

・橋梁の損傷に対する補修設計を行う。構造物の重要度や劣化要因、損傷の状態、

残存予定供用期間等を踏まえた補修設計を行う。 

仮設計画 

・構造物の規模、道路、鉄道の交差条件、河川の渡河条件、計画工程表、施工順序、

施工方法、資材・部材の搬入計画、仮設備計画等、工事費積算にあたって必要な

計画を行う。 

設計図・数量計算 

・補修工事の施工に必要となる補修詳細設計図等の作成を行うとともに、数量算出

要領に基づき数量の算出を行う。 

概算工事費算出 

・補修対策候補案のそれぞれに対し、概算工事費を算定する。 

照査 

・補修対象となる橋梁の現状を的確に把握しているかの確認を行い、その内容が適

切であるかについて照査を行う。また、補修対策橋梁の重要度や供用年数等、対

策工法を検討する上で必要となる情報が得られているかの確認を行う。 

・補修に関する設計思想や設計手法が適切であるかの照査を行う。 

・現地の条件を適切に踏まえた仮設計画となっているか照査を行う。 

・設計計算、設計図、数量計算、概算工事費の適切性および整合性に着目し照査を

行う。 

 

鋼橋補修設計 

補修設計 

・橋梁の損傷に対する補修設計を行う。構造物の重要度や劣化要因、損傷の状態、

残存予定供用期間等を踏まえた補修設計を行う。 

仮設計画 

・構造物の規模、道路、鉄道の交差条件、河川の渡河条件、計画工程表、施工順序、

施工方法、資材・部材の搬入計画、仮設備計画等、工事費積算にあたって必要な

計画を行う。 

設計図・数量計算 

・補修工事の施工に必要となる補修詳細設計図等の作成を行うとともに、数量算出

要領に基づき数量の算出を行う。 

概算工事費算出 

・補修対策候補案のそれぞれに対し、概算工事費を算定する。 

 



照査 

・補修対象となる橋梁の現状を的確に把握しているかの確認を行い、その内容が適

切であるかについて照査を行う。また、補修対策橋梁の重要度や供用年数等、対

策工法を検討する上で必要となる情報が得られているかの確認を行う。 

・補修に関する設計思想や設計手法が適切であるかの照査を行う。 

・現地の条件を適切に踏まえた仮設計画となっているか照査を行う。 

・設計計算、設計図、数量計算、概算工事費の適切性および整合性に着目し照査を

行う。 

 

新技術導入について 

・橋梁定期点検の１巡目点検後の修繕着手率は地方公共団体が管理する橋梁では未

だ２割（Ｈ３１．３時点）にとどまっており、修繕の本格実施のためにも新材料・

新工法の積極的な導入により、コスト縮減・工期短縮など維持管理の更なる効率

化・合理化が急務である。 

 上記のことから、新技術・新工法の選定において各々の橋梁ごとの特性を考慮し、

多角的に検討すること。 



特記仕様書（設計業務条件一覧表）
№1

ア 適用図書 ☑

☑
部分改正を行った内容も含む（最新改正　　　　　　）

□
部分改正を行った内容も含む（最新改正　令和3年7月一部改訂）

☑

イ 業務計画等 ☑ 日以内に業務計画書（工程表）を監督員に提出する。

□

☑

□

ウ 成果の提出 □

☑ □ ☑ （　2 ）部）とする。

☑

☑

□

エ 工程関係 □

□ 関係機関との協議の必要あり（別途資料作成必要あり）

☑

オ □ □ 下記のいずれかの者）とする。

☑ 技術士

（　☑ 部門 科目、 □ 部門、

□ 部門・科目を問わない）

☑

☑

（ ☑ 部門、 □ 部門を問わない）

□

☑

□

受注者の責任において定めた、業務の履行に必要な知識と経験を有する
者

管理技術者
のその他要
件

配置予定技術者届出書に記載した技術者を契約時に配置しなければならな
い。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建設 鋼構造及びコンクリート 　　　　　　　　

上記の技術士と同等の能力と経験を有する技術者（技術管理者）

ＲＣＣＭの資格保持者

鋼構造及びコンクリート

別途業務との工程調整の必要あり

（別途業務名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　河川協議に必要となる図面，工事発注用図面及び数量

管理技術者
の要件

管理技術者は、（ 下記の者

　　　　　の提出を発注者より指示する　）

本業務における成果物の提出部数は、（ ３部　

指示する期日までに提出する成果物あり。（　監督員と協議による。　）

検査用として成果物の印刷物（Ａ４版簡易ファイル、年度・委託名・完成年
月・受発注者名を明示、図面は袋とじ）を１部提出する。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ）

業務完了の10日前までに数量報告書（工種、設計数量、実施数量等を記載）
を監督員に提出する。

業務日報は、監督員が提出を要求したときすみやかに提出する。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電子記憶媒体で提出すること。

契約締結後　　　14

明示項目 明示事項（条件及び内容）

設計業務等委託契約書

設計業務等共通仕様書（三重県）【令和3年11月制定】

三重県公共工事共通仕様書（三重県）【令和2年8月制定】

その他（　　　三重県を伊賀市と読み替える。 　　　）

（注）
１．上記受託業務事項・条件及び内容のレ印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明
　　示する。
２．明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議
　　し、適切な措置を講ずるものとする。
３．別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

伊賀市
令和2年5月



特記仕様書（設計業務条件一覧表）
№2

明示項目 明示事項（条件及び内容）

カ 照査技術者 ☑

□

照査技術者は、（　 □ □ 下記のいずれかの者）とする。

☑ 技術士

（　□ 部門 科目、 □ 部門、

☑ 部門・科目を問わない）

☑

☑

（ □ 部門、 ☑ 部門を問わない）

□

□

照査の実施 ☑

☑

□

キ 打合せ等 ☑

☑ 中間打合せ回数は 　　回とする。

☑

☑ ☑ □ 回

☑

とする。

ク 資料の貸与 ☑

成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む））の打合せに出席するもの

発注者の貸与する資料は、次のとおりとする。

（　　過年度橋梁補修詳細設計成果品，橋梁点検資料　　 ）

3

中間打合せについては、管理技術者が出席するものとする。

照査技術者については（ 設計業務着手時 中間打合せ

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

照査は下記も含めて実施し、これに基づいて作成した資料は照査報告書に含
めて提出しなければならない。

詳細設計照査要領（国土交通省大臣官房技術調査課監修（平成29年3月版））

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

設計業務等着手時及び成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む）及び設計
図書で定める業務の区切りにおける打合せには、管理技術者が出席するもの
とする。

　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

照査技術者
の要件

下記の者

　　　　　　　　 　　　　　　　　

上記の技術士と同等の能力と経験を有する技術者（技術管理者）

ＲＣＣＭの資格保持者

受注者の責任において定めた、業務の履行に必要な知識と経験を有する
者

概略・予備・詳細設計等については、照査技術者を定めなければならない。

次の業務には、照査技術者を定めなければならない。

（注）
１．上記受託業務事項・条件及び内容のレ印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明
　　示する。
２．明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議
　　し、適切な措置を講ずるものとする。
３．別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

伊賀市
令和2年5月



特記仕様書（設計業務条件一覧表）
№3

明示項目 明示事項（条件及び内容）

ケ 業務条件 □

コ その他 ☑

☑

☑

(1)

(2)

(3)

暴力団員等による不当介入（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措
置要綱第２条第１１号）を受けた場合の措置について

受注者は暴力団員等（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置
要綱第２条第９号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを
拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に
通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を
行った場合には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は必
ず文書で行うこと。

受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じ
る等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

業務条件は下記のとおりとする。

成果物の中で他の文献、資料等を引用した場合出典名を報告書に明記するこ
と。

設計に採用する材料等について、「三重県リサイクル製品利用推進条例」に
基づく認定リサイクル製品に該当する材料等がある場合は、採用を検討する
こと。
検討した結果、該当する材料等については、監督員と協議のうえ、成果物
（設計図面、数量計算書等）の使用材料を表示する欄に「認定リサイクル製
品」と記載すること。

（注）
１．上記受託業務事項・条件及び内容のレ印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明
　　示する。
２．明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議
　　し、適切な措置を講ずるものとする。
３．別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

伊賀市
令和2年5月


